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【研究の背景・目的】 
表層海洋の平均的pH は中庸なCO2排出シナリオ

でも 2100 年頃には工業化以前より 0.3 程度低くな
る。海洋がCO2を吸収することから、大気CO2増加
は、表層海洋で酸性化（CO2分圧の上昇・pHの低下）
が進むことを意味する。CO2濃度増加に応じて表層
海水の化学的指標が変化し、海洋生物のCO2濃度あ
るいはH+濃度への感受性に応じた影響が表れる。本
課題では、人為起源CO2がもたらす海洋酸性化の沿
岸海洋生物への影響を種レベルと生態系レベルで明
らかにする研究を、わが国の沿岸生物を対象として
行う。海洋酸性化影響は、石灰化生物（CaCO3の殻
や骨格を形成する海洋生物）を中心に研究され、サ
ンゴ・貝・ウニなどでは、ある程度以上に酸性化が
進むと石灰化（CaCO3を作る作用）能が低下するこ
とがわかってきた。しかし、これら高感受性生物群
でも、成長・再生産・現存量などへの詳細な影響評
価や、今世紀中のCO2増加レベルに対する影響評価
は十分でない。また、グローバルな理解には地域毎
に主要な生物への影響を評価する研究が必要である。
わが国は太平洋西部の南北に長い地理的位置を占め、
固有の生物を含む影響評価はわが国でしかできない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本課題では、国際研究分担・協力に位置付けられ

る西部太平洋域の沿岸生物への酸性化影響の評価を
行い、臨海施設を利用して種レベルの海洋酸性化影
響評価を最新のCO2制御系で行う。加えてほとんど
実験例のない魚類再生産への影響評価を行う。生態
系への影響評価は、大型水槽でCO2制御する独自技
術を活用し、自然海水を低CO2から高CO2濃度に調
整して水槽にかけ流し、そこで起こる種の加入・定
着への海洋酸性化影響を見る生態系実験として行う。 

 

【研究の方法】 
・屋内型装置で、小型個体や生物の幼生などを対象
に種レベルの海洋酸性化影響評価実験を行う。日周
変動など現実に沿岸海域で起こるCO2分圧変動を考
慮した影響評価を行う。 
・大容量水槽のCO2制御が可能な屋外型装置で、効
率的に複数対象種の海洋酸性化影響を評価する実験
を行う。自然海水で生物種の加入・定着を見る生態
系実験を行い、将来の生態系変化予測情報を得る。 
・屋内設置型 1 トン水槽や屋外設置型 10 トン水槽
など大型水槽でCO2制御を行い、有用魚種の再生産
（産卵・受精・ふ化）へのCO2影響評価実験を行う。 

 
【期待される成果と意義】 

亜熱帯から亜寒帯に立地する臨海実験施設を利用
して、わが国沿岸のさまざまな海洋生物に関する種
レベル海洋酸性化影響評価がなされる。先進的な
CO2制御系を活用して、各臨海施設で手法を統一し
た生態系実験がなされる。このことにより西部太平
洋域の海洋酸性化研究として国際研究データベース
に貢献し、アジア域の国際研究協力にも貢献する。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 26 年度－30 年度 
 149,900 千円 

 
【ホームページ等】 

http://www.cger.nies.go.jp/ja/news/2014/140516 
http://www.cger.nies.go.jp/ja/library/qa/6/6-1/qa_6-1-j 

図１ ウニの海洋酸性化影響評価実験例、ムラサキウニ

の幼生を CO2分圧 300ppm の海水（左）と 600ppm の

海水（右）で飼育した場合の CaCO3 骨格成長の違い 
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